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結合材として第一リン酸アンモニウムとマクーネシアの配合比率を3/7， 4/6, 5/5, 6/4, 7/3 (計 10%) ， 6/14, 




実験 1 の結果より，石英 80%，第一リン酸アンモニウム 8%，マグネシア 12%の組成をチタンとの反応性の低い埋
没材として選択した。粗石英(平均粒径 170μm) と細石英(平均粒径9μm) との配合比率を 60/20， 50/30, 
?????
40/40 と変えた 3種類のリン酸塩系シリカ埋没材をさらに試作し鋳型温度 (300 oc と 20 0C)，鋳造方法(加圧鋳造
と遠心鋳造)を変えて，板状チタン鋳造体を作製した。これら鋳造体のX線観察，表面組さ測定，断面の硬さ分布測定，













が最も低く，表面反応層の α- case 相が最も薄くなった。
4. 鋳造体の表面組さと α- case 相の厚さにおいて，遠心鋳造の方が加圧鋳造より良い結果となった。鋳造性も，遠
心鋳造の方が加圧鋳造より優れていた。
5. コロイダルシリカ液濃度の増加にともなって，埋没材の膨張率は増加したが，チタン鋳造体表面性状は変わらなか
った。
6. チタン鋳造冠の適合性は，コロイダルシリカ液濃度を変えることにより制御できた。
以上のように，チタン鋳造体へのリン酸塩系シリカ埋没材の組成，粒度配合および鋳造条件の影響を，鋳造性，鋳造欠
陥，表面性状，鋳造精度の面から明らかにし粗石英40%，細石英40%，第一リン酸アシモニウム 8%，マグネシア 12
%含有するチタン鋳造用リン酸塩系シリカ埋没材を開発した。
このリン酸塩系シリカ埋没材を使用することにより，チタン鋳造の臨床応用が十分に可能であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，チタンとの反応性の低いリン酸塩系シリカ埋没材を開発することを目的として，シリカの種類と粒度配合
および結合材の配合比率を変えてチタンとの反応性を検討しさらに鋳造方法および鋳型温度と鋳造体の表面性状との
関係を検討したものである。これらの結果に基いて粗石英40%，細石英40%，第一リン酸アンモニウム 8%，マグネ
シアクリンカー 12 %を配合した埋没材を試作した。
この埋没材をコロイダルシリカ練和液濃度を変えて使用し臨床形態の鋳造冠を作製し適合性を検討した。
その結果，シリカの種類，粒度配合，結合材の配合比率によってチタンとの反応性が異なること，鋳造方法や鋳型温度
の表面性状への影響も大きいことが明らかになった。さらに，練和液濃度により鋳型の膨張率を変化させ鋳造冠の適合
性を制御できることが明らかとなった。
この業績は，チタンの歯科鋳造のためのリン酸塩系シリカ埋没材の研究および開発を行い，生体親和性の優れた修復
を行う上で極めて重要な材料学的指針を与えたものであり，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
必円。
